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ブーズ・アンド・カンパニー
中国におけるグローバル製造業への調査結果概要（2009年）

【本調査対象企業の業種】 （複数回答あり）

在上海米国商工会議所とその他6つの外国商工会議所*の会員の中から202社が回答

アンケート実施概要

期間: 2009年12月
対象: 中国で操業する外国資本の製造業202社
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* 米国商工会議所（上海、香港）、英国商工会議所、デンマーク商工会議所、フランス商工会議所、イタリア商工会議所、インド工業連盟、メキシコ商工会議所
注 調査対象者はCEO、支社長、COO、工場・調達部長

1. 動機

【中国での事業の動機】 （複数回答あり）
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2. 競争力

【中国での製造業の競争力】

中国での製造事業は低コストの他国に対して競争力を失っていると思うか
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* 全202社のうち、産業別分析には70社の産業横断型企業を含めず、対象企業は132社

【他国拠点と比較したときの中国の優位性】
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【中国国内または国外での製造拠点の移転・拡大の予定】
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【中国国内での移転を予定している企業にとっての候補地： 3候補地を選択】

8

14 9

14

6
15

7

6

13 5

4
11

7 4

7

20
8

4

12 3

10

4

7

5
10 6

3 4
4

0011
1

4345
0

20

40

60

10 3
2

9

1

5

32

38

27

2

57

23

25

2

7

2

6
2

8

13

0

15

2

2

17

3

回答企業数

7
2

19

9

14

5
2

21

4

18

2

28

18

22

18

2
2

34

7

17

7

54

長江デルタ
（例：蘇州、

常州）

中央
（例：武漢、

鄭州）

上海 渤海デルタ
（例： 天津、

保定）

北東
（例： 瀋陽）

北西
（例：西安）

珠江デルタ
（例：東莞、

佛山）

北京 広州 深圳南西
（例：重慶、

成都）

第三候補

第二候補

第一候補

2008 2009

凡例

-0.15-0.13-0.10-0.05-0.03

0.450.490.50
0.700.74

-2

-1

0

1

2

税優遇労働力
の確保

土地代労働
コスト

マネジメ
ント・ケイ
パビリティ

国際的
輸送

インフラ

生活環境
のよさ

保護主義ベストプ
ラクティ
スの適用
可能性

光熱費

（中国全体の平均に比べ）
大変優れている

いくらか優れている

同様

いくらか劣っている

中国国内の移転予定地が、中国全体の
平均評価よりも優れている上位5項目

大変劣っている

中国国内の移転予定地が中国全体の
平均評価よりも劣っている下位5項目

【中国国内での移転予定地がその他地域に比べ優れている項目】
(回答企業の上位5項目、下位5項目における平均値)
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【中国国外での移転を予定している企業にとっての候補地： 3候補地を選択】
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【中国国外への移転を予定していない理由： 3項目を選択】

12

23
13

12

10

9
12

11

1

24
32

6

41

10

65

43
23

16
2 5

14

16 7
10 11

10

10
7 13 10

44

252627

13

38

12

77

53

回答企業の
割合

13

13 16
85

14

14

0%

50%

100%

16

5
3

21

10

6

28

10

3

39

12

78

51

国
固
有
の
リ
ス
ク
の

存
在

新
し
い
経
営
環
境

へ
の
不
安

設
備
投
資
へ
の
規
制

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

新
規
構
築
が
面
倒

中
国
の
巨
大
な

国
内
市
場

2007 3番目に重要

2番目に重要

最重要

凡例

2008

投
資
設
備
へ
の
規
制

中
国
の
高
い
労
働

生
産
性

新
規
採
用
者
へ
の

切
替
・
教
育
コ
ス
ト

既
存
調
達
元
と
の

関
係

中
国
の
巨
大
な

国
内
市
場

2009

中
国
の
イ
ン
フ
ラ

設
備

新
規
採
用
者
へ
の

切
替
コ
ス
ト

設
備
投
資
へ
の
規
制

既
存
調
達
元
と
の

関
係

中
国
の
巨
大
な

国
内
市
場

世界地域別 アジア新興国



5

3. 世界的経済危機の影響

【中国での製造事業の財務実績】
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【世界的な経済危機による需給ギャップへの対策（長期的・短期的）】
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【中国での各種コスト上昇に対して実施している対策】
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【成長機会を捉えるための人材の確保： 労働者の離職防止のために実施している対策】
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4. 環境対策

【環境技術の採用と実施している対策】
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